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回転撮影法 (narrowbeam rotation radiogra-
































































Z=2 ・ r ・A・ Uwr/(bf・ Ir-DI) ・・ ・・(2) 
ただし，
bf:フィルム面での X線束の幅
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Fig. I Diagram of arrangement for narrow beam rotation radiography. 
口腔用X線断層撮影装置の画像解析 3
 
Fig. 2に示すように X線束 XFは， カムガイド
上を転がるカムの動き (position1→ 3)にし た




















































































Fig. 2 Movement of the cam against the 
cam guide during the sliding transi-
tion. 


























































Distance on the objective plane 1cm) 





















く水平方向には狭く絞った X線束 (slitnarrow 
beam)を用いる ため垂直拡大率 Mけよ，X線管
焦点ーフィルム間距離 A とX線管焦点ー被写体
間距離 Dとの幾何学的配置のみによ って表 さ
れ，水平拡大率 M叶よ，X線束に対するフィル
ムと被写体との相対速度差で表 される 。
Mv = A/(D士△r)・・・・・-・・-・・・・ ・ (3) 










































°。 50 100 
DIslance on lhe obJeclive plane (99ln) 
Fig. 6 Variation of magnification factor on 
the object plane. 
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°。 50 (00 
DlsLance on the ob,jeclive plane (mm) 
Fig. 7 Variation of magnification factor in 













































Dlslunce on lhe objccllve plane (mm) 
Fig. 8 Ratio of magnification factors in the 





















































































































北山 彰・＊真田泰三 ・＊友光達志 ・＊石井幸志・日地啓夫・西村明久
おける接線を，A点と A点との角度 fが1度異
なる点 B とを結ぶ直線 ABによって近似し，X
線束の載断軌道中心面 に入射する角度 qを求め
た。角度 qは，直線 ABと中心線 MNのなす角
の余角を pとすれば，次式により求めることが
できる。
q = 90 - f + p (.) ・ ・ ・ ・ ・ ・.・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・.. ・ ・ ・ ・ ・ (5) 
ここで pは，
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Fig. I I Variation of angle between X-ray 
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